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研究分野：言語学 
科研費の分科・細目：言語学 
キーワード：言語接触，シルクロード，ソグド語，イラン語，古代チュルク語，歴史言語学，

突厥，ウイグル 
 
１．研究計画の概要 
シルクロードの交易民族として有名なソグ
ド人はイラン系の民族であり印欧語の話者
であった．彼らは紀元後１１世紀以前の中央
アジアにおいて，アルタイ系の言語を話す古
代のチュルク人（突厥，ウイグルなど）と交
流し，その結果としてソグド語および古代チ
ュルク語も変容した．（１）この言語接触の
具体的な様相とそれによる言語変化の結果
との全貌を解明するとともに，（２）言語接
触に関する言語学的研究一般の中に位置づ
けることが本研究の計画である． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）言語接触の歴史的な背景の理解．ソグ
ド人と古代チュルク民族との接触がいつ，ど
こで，どのようなありかたで存在したのかを，
文献や考古学史料をさぐりながら検討し，お
およその枠組みを明らかにした．それによれ
ば，言語接触はチュルク系の民族が歴史に登
場する６世紀頃からモンゴル高原において
はじまり，チュルク系民族の勢力拡大ととも
に接触地域は拡大し，ソグド語が死語となる
11 世紀にはほぼ中央アジア全体で接触は起
こっていた．その痕跡は紙文書（手紙，契約
文書，宗教文献）や碑文に残されている． 
（２）資料の収集．言語接触による言語変化
を解明するための文字資料の収集と解読に
つとめてきた．とくに写真が公表されていな
がら未だに解読されていないマニ教ソグド
語文書については，世界に存在しているもの
の大半を転写した．この間には中国で新たに
発見された新出の資料や，いったんは紛失し
ていたと考えられていた資料の再発見等の
幸運にも恵まれた．またマニ教文献を研究す

る過程で，日本に存在するマニ教絵画を発見
することができた． 
（３）言語接触に関する理論的な研究のなか
の位置づけ．社会言語学の一分野には言語接
触に関する研究分野があり，かなりの研究成
果が蓄積されている．その成果と申請者が研
究している現象とを比較検討しながら，接触
言語学一般にどのような貢献ができるかを
考察して来た．とくに二言語併用者が言語変
化に果たす役割を検討し，１０世紀に書かれ
たチュルク語からの影響の強いソグド語の
成立の言語学的な背景を究明した． 
 
３．現在までの達成度 
（２）おおむね順調に進展している． 
ソグド語と古代チュルク語の言語接触の全
体的な枠組みをほぼ明らかにすることがで
きたこと，言語接触による言語変化を反映す
る言語資料の収集と解読が順調にすすんで
いること，さらに接触の結果ソグド語側で起
こった現象をほぼ記述することができたこ
とは大きな成果であった．一方で古代チュル
ク語側の変化をまだ十分に把握できていな
い．原因は古代チュルク語の研究者の中にこ
の方面での研究を行う者がほとんどいない
ことである． 
 
４．今後の研究の推進方策 
残された１年間には，古代チュルク語側の変
化については，既に知られていることを網羅
的に集め整理し，今後の研究の枠組みを作る
こととし，共同研究の可能性を模索したい．
ソグド語側の変化については，申請者のこの
間の研究成果をまとめるとともに，いろいろ
な機会を見つけて公表することにしたい． 
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